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上
半
期
の
各
部
門
を
合
わ
せ
た
事
業

総
利
益
は
３
億
７
２
４
０
万
円
（
計
画

比
１
０
２
・
４
％
）
と
な
り
、
事
業
利

益
に
お
い
て
は
計
画
差
２
０
６
４
万

増
、
経
常
利
益
に
お
い
て
も
計
画
差

１
６
６
６
万
増
の
実
績
に
な
り
ま
し

た
。

　
大
き
く
計
画
を
上
回
っ
た
要
因
は
、

購
買
事
業
に
お
い
て
全
酪
連
等
か
ら
の

配
当
金
が
計
画
外
に
あ
っ
た
た
め
で
あ

り
、
そ
れ
ら
を
修
正
し
た
場
合
は
経
常

利
益
で
７
４
１
万
程
計
画
を
下
回
る
状

況
と
な
り
ま
す
。

　
下
半
期
も
２
カ
月
を
過
ぎ
ま
す
が
各

事
業
、
計
画
達
成
に
向
け
事
業
を
推
進

し
て
参
り
ま
す
の
で
、
今
後
と
も
皆
様

の
ご
理
解
と
ご
協
力
を
お
願
い
申
し
上

げ
、
以
下
に
各
部
門
の
上
半
期
実
績
に

つ
い
て
概
況
を
報
告
い
た
し
ま
す
。

一
．
生
乳
受
託
事
業

　
生
産
状
況
等
に
つ
い
て

　
生
乳
生
産
量
は
第
一
四
半
期
に
お
い

て
計
画
比
１
０
０
・
７
％
と
順
調
な
生

産
と
な
り
、
７
月
も
中
旬
迄
は
梅
雨
に

よ
る
低
温
の
影
響
も
あ
り
計
画
を
上
回

る
生
産
と
な
り
ま
し
た
。
し
か
し
、
梅

雨
明
け
と
同
時
に
猛
暑
日
が
続
い
た
た

め
７
月
下
旬
よ
り
減
少
傾
向
に
転
じ
、

８
月
単
月
の
生
産
量
は
計
画
比
97
・

６
％
と
２
年
連
続
で
大
き
く
下
回
り
ま

し
た
。
９
月
は
下
旬
に
入
り
一
定
の
回

復
も
あ
り
ま
し
た
が
、計
画
比
98
・
１
％

と
な
り
ま
し
た
。

　
そ
の
結
果
、
上
半
期
の
生
産
量
は
11 

万
８
２
３
３
ｔ
（
前
年
比
１
０
１
・
０ 

％
、
計
画
比
99
・
６
％
）
と
若
干
計
画

数
量
を
下
回
る
生
産
と
な
り
ま
し
た
。

　
ま
た
、
生
乳
販
売
高
は
本
年
４
月
か

ら
コ
ロ
ナ
ウ
ィ
ル
ス
に
よ
る
休
校
が
影

響
し
、
関
東
生
乳
販
連
の
特
定
乳
製
品

向
け
が
前
年
比
１
１
４
・
９
％
と
増
加
、

加
工
率
が
１
・
04
％
前
年
を
上
回
っ
た

影
響
で
販
売
単
価
が
減
少
し
た
た
め
、

１
３
６
億
９
６
２
１
万
円
（
前
年
比

１
０
０
・
５
％
計
画
比
99
・
５
％
）
の

実
績
と
な
り
ま
し
た
。

　
尚
、
自
主
申
告
に
よ
る
上
半
期
の
生

乳
委
託
予
定
数
量
は
12
万
０
０
２
９
ｔ

（
３
８
２
戸
）
で
あ
り
、
出
荷
実
績
と

の
対
比
は
98
・
５
％
と
な
り
ま
し
た
。

　
乳
質
に
つ
い
て

　
乳
脂
肪
率
は
昨
年
と
同
様
な
結
果
と

な
り
、
猛
暑
の
影
響
に
よ
る
受
送
乳
業

務
に
支
障
を
来
す
路
線
が
散
見
さ
れ
る

こ
と
が
心
配
さ
れ
ま
し
た
が
、
集
乳
路

線
の
組
み
替
え
に
よ
る
対
応
を
進
め
最

小
限
に
留
め
る
事
が
出
来
ま
し
た
。
無

脂
乳
固
形
率
は
、
猛
暑
の
影
響
が
少
な

く
前
年
を
上
回
り
ま
し
た
。
体
細
胞
数

は
月
々
で
上
下
は
あ
っ
た
も
の
の
昨
年

同
様
の
値
と
な
り
ま
し
た
。

　
ま
た
、
上
半
期
の
不
合
格
件
数
は
６

月
度
が
前
年
を
上
回
っ
た
も
の
の
以
降

は
前
年
を
下
回
る
状
況
と
な
っ
た
た

め
、
合
計
で
４
８
９
件
、
前
年
を
46
件

下
回
る
件
数
と
な
り
ま
し
た
。

　
生
乳
生
産
管
理
チ
ェ
ッ
ク
シ
ー
ト
の

完
全
定
着
化
に
つ
い
て
は
、
重
点
項
目

の
未
記
帳
者
を
０
件
と
目
標
を
継
続
す

る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

尚
、
不
良
乳
の
発
生
は
６
件
（
異
物
混

入
：

抗
菌
性
物
質
２
件
、細
菌
数
１
件
、

血
乳
３
件
）
と
な
り
前
年
（
７
件
）
を

１
件
下
回
り
ま
し
た
。

　
奨
励
金
に
つ
い
て

　
需
要
期
出
荷
奨
励
金
は
１
億
２
３
９ 

８
万
円
（
前
年
比
１
０
０
・
９
％
、
計

画
比
99
・
６
％
）
で
、
需
要
期
優
良
生

乳
出
荷
奨
励
金
は
該
当
率
33
・
４
％
、 

５
０
７
２
万
円
（
前
年
比
１
４
４
・
０ 

％
計
画
比
１
２
５
・
２
％
）
の
実
績
で

し
た
。

二
．
購
買
事
業

　
上
半
期
の
飼
料
供
給
量
は
、
濃
厚
飼

料
は
新
規
利
用
や
増
頭
等
に
よ
る
供
給

量
増
が
あ
り
３
万
９
０
９
６
ｔ
（
計
画

比
１
０
０
・
９
％
）、
粗
飼
料
は
稲
Ｗ
Ｃ

Ｓ
の
供
給
が
下
期
で
の
供
給
に
な
っ
た

事
や
固
形
粗
飼
料
の
メ
ニ
ュ
ー
変
更

に
よ
る
供
給
量
減
が
あ
り
ま
し
た
が
、

キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
等
に
よ
る
長
物
粗
飼
料

の
利
用
量
増
等
が
あ
り
１
万
５
８
１
５

ｔ
、（
計
画
比
１
０
５
・
１
％
）
と
計
画

を
上
回
り
ま
し
た
。

　
そ
の
よ
う
な
状
況
下
で
、
利
用
量
別

奨
励
金
を
配
合
飼
料
１
億
１
３
０
７
万

円
、
粗
飼
料
１
３
９
２
万
円
、
Ｔ
Ｍ
Ｒ

等
９
８
０
万
円
で
総
額
１
億
３
６
８
０ 

万
円
、
計
画
比
１
０
３
・
５
％
を
支
払

う
事
が
出
来
ま
し
た
。

　
配
合
飼
料
供
給
量
別
利
用
奨
励
金
に

つ
い
て
は
、
大
口
利
用
者
の
供
給
量
が

増
え
た
こ
と
で
、
前
年
実
績
及
び
計
画

を
上
回
る
結
果
と
な
り
ま
し
た
。

　
収
支
実
績
に
お
い
て
は
、
計
画
外
で

の
配
当
金
、
特
別
奨
励
金
の
入
金
が 

あ
っ
た
こ
と
に
よ
り
、
事
業
総
利
益
１ 

億
１
１
８
１
万
円
（
計
画
比
１
２
６
・ 

１
％
）
と
な
り
ま
し
た
。

三
．
酪
農
指
導
及
び
流
通
事
業

　
酪
農
指
導
事
業
に
お
い
て
は
酪
農
経

営
の
安
定
を
図
る
た
め
、
巡
回
指
導
を

通
し
飼
養
管
理
改
善
を
行
っ
た
ほ
か
、

各
種
補
助
事
業
を
推
進
す
る
と
共
に
、

組
合
・
制
度
資
金
借
入
等
の
相
談
や
組

織
活
動
支
援
に
努
め
ま
し
た
。

　
経
営
及
び
飼
養
管
理
改
善
の
指
導
支

援
に
つ
い
て
は
、
酪
農
経
営
安
定
に
向

け
て
、
飼
養
管
理
改
善
や
飼
料
給
与
相

談
を
３
９
９
件
行
い
ま
し
た
。
検
定
成

績
を
活
用
す
る
と
共
に
、
現
場
で
糞
洗

い
を
実
施
し
牛
が
摂
取
し
た
飼
料
の
消

化
状
態
を
把
握
す
る
な
ど
し
、
飼
料
給

与
や
環
境
改
善
策
の
提
案
を
行
い
ま
し

た
。
乳
質
向
上
に
向
け
て
３
６
０
件
の

指
導
や
相
談
を
行
い
ま
し
た
。
そ
の
中

で
、
バ
ル
ク
乳
ス
ク
リ
ー
ニ
ン
グ
検
査

の
結
果
か
ら
個
体
乳
の
検
査
、
分
房
別

の
検
査
を
行
い
体
細
胞
数
の
低
減
に
取

り
組
み
ま
し
た
。
ま
た
、
搾
乳
立
会
を

適
宜
行
い
、
必
要
に
応
じ
て
ラ
ク
ト

コ
ー
ダ
ー
を
利
用
し
な
が
ら
搾
乳
手
順

の
確
認
や
搾
乳
衛
生
に
関
す
る
ア
ド
バ

令
和
２
年
度
上
半
期
事
業
実
績
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イ
ス
等
を
通
し
て
、
乳
質
改
善
の
向
上

を
図
り
ま
し
た
。
併
せ
て
、
夏
場
の
飼

養
管
理
に
つ
い
て
の
文
書
を
発
信
し
、

飼
養
環
境
の
改
善
や
血
乳
の
注
意
喚
起

を
行
い
ま
し
た
。

　
補
助
事
業
関
連
に
つ
い
て
は
、
個
々

の
経
営
安
定
向
上
を
目
的
と
し
て
各
種

事
業
に
取
組
み
ま
し
た
。
畜
産
・
酪
農

収
益
力
強
化
整
備
特
別
対
策
事
業
（
ク

ラ
ス
タ
ー
事
業
）
を
は
じ
め
、
中
小
酪

農
経
営
等
生
産
基
盤
維
持
・
強
化
対
策

事
業
、
畜
産
・
酪
農
生
産
力
強
化
対
策

事
業
、
環
境
負
荷
軽
減
型
酪
農
経
営
支

援
事
業
、
酪
農
経
営
体
生
産
性
向
上
緊

急
対
策
事
業
（
畜
産
Ｉ
Ｃ
Ｔ
事
業
）、

酪
農
経
営
災
害
緊
急
支
援
対
策
事
業
に

取
り
組
み
ま
し
た
。
ま
た
、
公
社
営
事

業
に
よ
る
規
模
拡
大
に
対
応
し
て
、
関

係
機
関
や
金
融
機
関
と
の
協
議
を
行
い

ま
し
た
。

　
良
質
自
給
飼
料
生
産
の
安
定
と
拡
大

に
向
け
た
取
り
組
み
に
つ
い
て
は
、
農

作
業
受
委
託
検
討
会
を
開
催
し
、
既
存

組
織
の
受
託
状
況
の
把
握
と
新
た
な
組

織
の
立
ち
上
げ
支
援
に
つ
い
て
検
討
し

ま
し
た
。
そ
の
上
で
、
各
支
所
、
各
地

域
の
実
情
、
要
望
を
把
握
し
引
き
続
き

既
存
組
織
の
支
援
を
行
う
こ
と
と
し
ま

し
た
。
酪
農
と
ち
ぎ
ア
グ
リ
サ
ポ
ー
ト

に
お
い
て
効
率
的
な
作
業
が
行
わ
れ
る

よ
う
に
、
各
支
所
と
連
携
し
て
対
応
い

た
し
ま
し
た
。
良
質
自
給
飼
料
増
産
プ

ロ
ジ
ェ
ク
ト
に
お
い
て
、
デ
ン
ト
コ
ー

ン
お
よ
び
牧
草
の
収
穫
、
サ
イ
レ
ー
ジ

調
整
等
に
つ
い
て
文
書
を
２
回
発
信

し
、
良
質
な
自
給
飼
料
生
産
に
対
す
る

啓
蒙
を
行
い
ま
し
た
。
今
年
度
も
県
北

を
中
心
に
放
射
性
物
質
の
影
響
に
よ
る

牧
草
の
給
与
前
検
査
が
必
要
な
こ
と
か

ら
、サ
ン
プ
ル
採
取
の
巡
回
等
を
通
し
、

安
全
で
安
心
な
生
乳
生
産
に
努
め
ま
し

た
。
籾
米
サ
イ
レ
ー
ジ
の
製
造
は
、
高

根
沢
町
と
下
野
市
の
２
拠
点
に
お
い

て
、
42
名
の
稲
作
農
家
か
ら
約
１
３
７

ヘ
ク
タ
ー
ル
の
籾
米
を
買
受
け
し
、
籾

米
サ
イ
レ
ー
ジ
の
製
造
を
行
う
準
備
を

行
い
ま
し
た
。
ま
た
、
今
年
度
、
新
た

に
２
組
織
が
籾
米
サ
イ
レ
ー
ジ
の
製
造

を
開
始
す
る
に
あ
た
り
、
技
術
提
供
お

よ
び
立
ち
上
げ
の
サ
ポ
ー
ト
を
行
い
ま

し
た
。

　
担
い
手
の
確
保
に
つ
い
て
は
、
７
月

に
栃
木
県
酪
農
担
い
手
確
保
推
進
協
議

会
が
設
立
し
、
行
政
・
生
産
者
団
体
間

で
の
情
報
交
換
と
、
担
い
手
確
保
に
向

け
た
取
り
組
み
を
行
う
こ
と
と
な
り
ま

し
た
。
ま
た
、
後
継
者
向
け
の
経
営
能

力
向
上
へ
向
け
た
研
修
会
の
開
催
に
つ

い
て
、
県
と
協
議
を
重
ね
、
下
期
か
ら

の
開
催
に
向
け
た
準
備
を
行
い
ま
し

た
。な
お
、カ
ッ
プ
リ
ン
グ
パ
ー
テ
ィ
ー

に
つ
い
て
は
、
開
催
を
見
合
わ
せ
ま
し

た
。

　
ヘ
ル
パ
ー
の
稼
動
実
績
に
つ
い
て
は
、 

新
型
コ
ロ
ナ
に
伴
う
定
休
利
用
見
合
わ

せ
に
よ
り
計
画
を
下
回
り
ま
し
た
。
今

後
の
ヘ
ル
パ
ー
制
度
の
維
持
を
念
頭

に
、
全
国
酪
農
ヘ
ル
パ
ー
協
会
と
制
度

改
正
お
よ
び
求
人
方
法
等
に
つ
い
て
検

討
を
行
い
ま
し
た
。

　
生
乳
生
産
現
場
の
環
境
整
備
と
美
化

の
推
進
に
つ
い
て
、
牛
舎
環
境
調
査
を

実
施
い
た
し
ま
し
た
。全
体
の
98
・
７
％

の
組
合
員
の
方
が
70
点
以
上
の
点
数
を

獲
得
さ
れ
ま
し
た
。
様
々
な
伝
染
病
の

リ
ス
ク
が
高
ま
る
中
、「
牛
舎
・
処
理

室
消
毒
槽
の
状
況
」
に
関
し
て
は
、
今

後
も
実
施
の
継
続
を
啓
蒙
し
て
い
く
必

要
が
あ
り
ま
す
。
ま
た
、
牛
舎
環
境
美

化
の
一
環
と
し
て
計
画
し
て
い
た
花
の

苗
配
付
に
つ
い
て
は
下
期
に
行
う
こ
と

と
し
ま
し
た
。

令和2年度上半期　予算実績比較表
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各
組
織
が
展
開
す
る
事
業
運
営
に
つ

い
て
、
新
型
コ
ロ
ナ
感
染
拡
大
防
止
を

図
り
つ
つ
自
主
的
な
組
織
活
動
の
充
実

に
向
け
活
動
協
力
に
努
め
ま
し
た
。
ま

た
、
各
支
所
に
お
い
て
青
色
申
告
研
修

会
を
開
催
し
ま
し
た
。

　
流
通
事
業
に
つ
い
て
、
乳
牛
導
入
事

業
は
、組
合
員
間
の
初
妊
牛
の
導
入
や
、

離
農
に
よ
る
経
産
牛
の
販
売
が
あ
っ
た

も
の
の
、北
海
道
導
入
の
需
要
が
無
く
、

計
画
を
下
回
り
ま
し
た
。
肉
用
化
事
業

は
大
口
の
出
荷
が
あ
り
、
計
画
を
上
回

り
ま
し
た
。
預
託
事
業
は
、
県
外
預
託

の
頭
数
減
が
あ
っ
た
も
の
の
、
県
内
預

託
の
頭
数
増
に
よ
り
計
画
を
上
回
り
ま

し
た
。

四
．
改
良
事
業

　
凍
結
精
液
に
つ
い
て
、
乳
用
牛
は
、

ク
ラ
ス
タ
ー
事
業
及
び
後
継
牛
安
定
確

保
対
策
事
業
に
よ
り
性
判
別
精
液
の
利

用
を
促
進
し
ま
し
た
が
、
ク
ラ
ス
タ
ー

事
業
分
精
液
供
給
ズ
レ
や
夏
場
の
猛
暑

に
よ
る
授
精
頭
数
減
少
等
に
よ
り
、
計

画
を
下
回
る
実
績
と
な
り
ま
し
た
。
肉

用
牛
は
、
Ａ
Ｉ
事
業
体
の
協
力
を
得
て

人
気
種
雄
牛
精
液
の
確
保
に
努
め
、
精

液
情
報
及
び
価
格
の
変
更
等
情
報
提
供

に
努
め
販
売
増
を
図
り
ま
し
た
が
、
一

部
人
気
精
液
に
入
荷
制
限
や
入
荷
時
期

の
ズ
レ
等
に
よ
り
計
画
を
下
回
る
実
績

と
な
り
ま
し
た
。
ま
た
、
Ａ
Ｉ
事
業
体

を
は
じ
め
県
内
酪
農
協
と
共
に
、
乳
用

牛
精
液
の
推
奨
牛
を
選
定
し
推
進
を
図

り
ま
し
た
。（
実
績
１
万
８
４
３
４
本
　

計
画
比
95
・
３
％
）

　
受
精
卵
販
売
事
業
は
、
リ
ピ
ー
ト
ブ

リ
ー
ダ
ー
対
策
の
Ｆ
１
受
精
卵
の
供
給

推
進
等
を
行
い
ま
し
た
。
ま
た
、
ク
ラ

ス
タ
ー
事
業
分
受
精
卵
の
早
期
確
保
に

努
め
た
結
果
、
計
画
を
上
回
る
実
績

と
な
り
ま
し
た
。（
実
績
１
９
９
９
個
　

計
画
比
１
３
１
・
１
％
）

　
登
録
業
務
に
お
い
て
、
血
統
登
録
は

ほ
ぼ
計
画
通
り
で
し
た
。
そ
の
他
証
明

書
は
、
前
期
牛
群
審
査
が
中
止
と
な
っ

た
こ
と
や
、
全
共
を
は
じ
め
と
し
た
共

進
会
の
中
止
に
よ
る
検
定
成
績
の
申
し

込
み
が
な
か
っ
た
為
、
計
画
を
下
回
る

実
績
と
な
り
ま
し
た
。（
実
績
１
８
６ 

９
件
　
計
画
比
79
・
９
％
）

　
牛
群
検
定
成
績
の
利
活
用
と
新
規
加

入
推
進
に
つ
い
て
は
、
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル

ス
感
染
対
策
の
た
め
、
例
年
行
っ
て
き

た
各
検
定
組
合
の
組
合
長
と
事
務
局
を

対
象
に
し
た
打
合
せ
は
開
催
で
き
ま
せ

ん
で
し
た
が
、
書
面
に
て
各
関
係
情
報

を
提
供
し
、
検
定
員
の
質
の
向
上
に
努

め
ま
し
た
。

　
ゲ
ノ
ミ
ッ
ク
評
価
を
今
後
の
乳
牛
改

良
に
ど
の
よ
う
に
取
り
入
れ
て
い
く
か

を
課
題
と
し
て
、
モ
デ
ル
農
家
を
選
定

い
た
し
ま
し
た
。
下
期
に
モ
デ
ル
農
家

の
ゲ
ノ
ミ
ッ
ク
評
価
結
果
を
も
と
に
、

今
後
の
利
用
法
を
検
討
い
た
し
ま
す
。

五
．
診
療
事
業

　
繁
殖
検
診
は
、
妊
娠
鑑
定
及
び
再
妊

鑑
頭
数
が
少
な
く
計
画
を
下
回
り
ま
し

た
。（
計
画
比
94
・
９
％
）

　
血
液
検
査
は
、
周
産
期
病
予
防
の
た

め
の
検
査
依
頼
が
多
く
計
画
を
上
回
り

ま
し
た
。（
計
画
比
２
２
７
・
５
％
）

　
乳
房
炎
防
除
に
つ
い
て
、
バ
ル
ク
乳

検
査
は
、
計
画
通
り
各
支
所
実
施
し
ま

し
た
が
、
離
農
等
に
よ
る
実
施
戸
数
の

減
に
よ
り
計
画
を
下
回
り
ま
し
た
。（
計

画
比
95
・
０
％
）

　
個
体
乳
検
査
は
、
バ
ル
ク
乳
検
査
後

の
依
頼
が
多
く
計
画
を
上
回
り
ま
し

た
。（
計
画
比
２
８
０
・
０
％
）

　
分
房
乳
検
査
は
、
依
頼
や
必
要
性
が

少
な
く
計
画
を
下
回
り
ま
し
た
。（
計

画
比
32
・
０
％
）

　
受
精
卵
移
植
事
業
に
つ
い
て
、
採
卵

は
、
ホ
ル
ス
タ
イ
ン
は
計
画
通
り
で
し

た
が
、
和
牛
の
依
頼
が
少
な
く
計
画
を

下
回
り
ま
し
た
。（
計
画
比
88
・
９
％
）

　
移
植
は
、
Ｉ
Ｖ
Ｆ
卵
や
ふ
れ
あ
い
牧

場
で
の
移
植
依
頼
が
多
く
計
画
を
上
回

り
ま
し
た
。（
計
画
比
１
４
６
・
１
％
）

　
人
工
授
精
は
、
検
診
時
の
同
期
化
授

精
が
多
く
計
画
を
上
回
り
ま
し
た
。（
計

画
比
１
２
３
・
２
％
）

　
診
療
等
は
、
一
般
診
療
が
多
く
計
画

を
上
回
り
ま
し
た
。（
計
画
比
１
３
７
・ 

１
％
）

　
証
明
書
発
行
は
、
授
精
証
明
書
の
発

行
が
多
く
計
画
を
上
回
り
ま
し
た
。（
計

画
比
１
５
４
・
１
％
）

　
放
牧
場
関
係
は
、
ふ
れ
あ
い
牧
場
の

預
託
依
頼
頭
数
が
多
く
計
画
を
上
回
り

ま
し
た
。（
計
画
比
１
１
０
・
５
％
）

六
．
牧
場
事
業

　
牧
場
の
飼
養
、
圃
場
管
理
全
般
の
作

業
等
を
㈱
酪
農
と
ち
ぎ
ア
グ
リ
サ
ポ
―

ト
に
委
託
し
、
効
率
的
な
事
業
運
営
が

図
れ
ま
し
た
。
預
託
頭
数
に
つ
い
て
、

預
託
需
要
が
増
え
て
い
る
状
況
の
中
、

計
画
預
託
頭
数
の
確
保
が
出
来
ま
し

た
。（
計
画
比
１
０
９
・
０
％
）

　
飼
養
管
理
、
衛
生
管
理
を
徹
底
し
、

発
育
向
上
に
努
め
て
い
ま
す
。
ま
た
月

２
回
の
定
期
健
診
等
を
行
い
ま
し
た

が
、
こ
こ
数
年
連
続
の
酷
暑
と
な
り
平

均
分
娩
月
齢
24
・
９
ヶ
月
と
な
り
ま
し

た
。

　
飼
料
価
格
が
高
止
ま
り
し
て
い
る
状

況
の
中
、
自
給
飼
料
及
び
国
産
飼
料
の

有
効
利
用
を
図
り
ま
し
た
。
し
か
し
天

候
不
順
の
影
響
及
び
更
新
等
に
よ
り
生

産
物
は
計
画
を
下
回
り
ま
し
た
。
ふ
れ

あ
い
牧
場
と
各
放
牧
場
の
一
体
管
理
に

よ
る
効
率
的
な
事
業
運
営
を
目
指
し
、

小
林
放
牧
場
と
土
上
平
放
牧
場
を
利
用

し
、効
率
的
な
運
営
が
出
来
て
い
ま
す
。

七
．
経
営
管
理

　
事
業
管
理
費
は
、
人
件
費
並
び
に

新
型
コ
ロ
ナ
対
応
に
伴
う
旅
費
交
通

費
、
業
務
費
等
が
減
少
し
、
計
画
を
下

回
っ
た
こ
と
か
ら
３
億
４
２
２
５
万
円

（
96
・
６
％
）
の
実
績
で
し
た
。

㈱
酪
農
と
ち
ぎ
ア
グ
リ
サ
ポ
ー
ト

　
ふ
れ
あ
い
牧
場
の
運
営
支
援
と
組
合

員
の
自
給
飼
料
生
産
支
援
又
は
、
労
力

の
軽
減
支
援
を
図
る
こ
と
を
事
業
方
針

と
し
、事
業
を
実
施
し
て
参
り
ま
し
た
。

特
に
受
託
事
業
、
人
的
支
援
に
つ
い
て

は
、
受
託
作
業
面
積
が
増
え
て
計
画
を

上
回
る
実
績
と
な
り
ま
し
た
が
、
収
支

実
績
に
つ
い
て
は
、
天
候
等
の
影
響
で

外
注
作
業
が
増
え
た
こ
と
、
農
機
具
費

増
に
よ
り
計
画
を
下
回
る
実
績
と
な
り

ま
し
た
。
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那
須
高
原
支
所

花
の
苗
配
布
（
支
所
協
議
会
）

　
10
月
27
日
、
花
苗
配
布
を
実
施
し
ま

し
た
。
例
年
６
月
に
配
布
し
て
い
ま
し

た
が
、
コ
ロ
ナ
渦
で
も
あ
り
延
期
し
て

い
ま
し
た
が
、
外
で
の
配
布
と
職
員
等

も
マ
ス
ク
着
用
し
対
応
し
青
年
部
・
女

性
会
、地
区
役
員
等
の
協
力
の
も
と（
パ

ン
ジ
ー
・
ビ
オ
ラ
チ
ュ
ー
リ
ッ
プ
の
球

根
）
配
布
を
行
い
ま
し
た
。

　
今
年
は
各
種
イ
ベ
ン
ト
・
研
修
会
等
、

自
粛
や
中
止
と
な
り
気
持
ち
も
ふ
さ
ぎ

が
ち
に
な
る
こ
と
が
多
か
っ
た
と
思
い

ま
す
。
花
苗
を
育
て
、
き
れ
い
に
牛
舎

周
辺
や
自
宅
周
辺
を
飾
り
少
し
で
も
明

る
い
気
持
ち
に
な
っ
て
い
た
だ
き
た
い

と
思
い
ま
す
。

宇
都
宮
支
所

青
年
部
で
搾
乳
体
験
を
開
催

　
11
月
18
日
、
矢
板
市
の
「
こ
ど
も
の

森
こ
こ
ろ
保
育
園
」
に
お
い
て
、
塩
谷

支
部
（
羽
田
光
論
支
部
長
）
が
恒
例
の

搾
乳
体
験
を
開
催
い
た
し
ま
し
た
。

　
今
年
は
例
年
と
違
い
、
新
型
コ
ロ
ナ

ウ
ィ
ル
ス
感
染
が
心
配
さ
れ
る
状
況
に

あ
り
ま
し
た
が
、
保
育
園
か
ら
の
実
施

要
請
も
あ
り
、
事
前
に
保
育
園
と
感
染

防
止
対
策
の
打
ち
合
わ
せ
を
行
い
、
当

日
は
必
要
最
低
限
の
人
数
で
の
実
施
と

な
り
ま
し
た
。

　
当
日
は
年
長
さ
ん
の
31
名
が
体
験
さ

れ
ま
し
た
。
園
児
た
ち
は
大
喜
び
で
牛

に
触
れ
、「
牛
の
お
っ
ぱ
い
は
暖
か
い

ね
。
柔
ら
か
い
ね
。」
等
の
感
想
も
多

く
あ
り
乳
搾
り
を
楽
し
み
ま
し
た
。

　
同
保
育
園
で
の
開
催
は
今
年
で
７
年

目
と
な
り
、
今
で
は
先
生
や
父
兄
の
方

か
ら
も
、
卒
園
ア
ル
バ
ム
を
飾
る
思
い

出
と
し
て
親
し
ま
れ
て
お
り
、
今
後
も

継
続
し
て
い
く
予
定
で
す
。

　
以
上
、
青
年
部
活
動
に
よ
り
、
酪
農

の
理
解
を
深
め
る
事
が
出
来
ま
し
た
。

県
南
支
所

花
の
苗
配
布
（
支
所
協
議
会
）

　
11
月
5
日
、
支
所
事
業
に
お
け
る
環

境
美
化
の
一
環
と
し
て
、
花
の
苗
（
パ

ン
ジ
ー
・
ビ
オ
ラ
）
を
配
布
し
ま
し
た
。

例
年
は
、
２
地
域
酪
農
組
合
合
同
研
修

会
と
同
日
に
配
布
し
て
い
ま
し
た
が
、

今
年
は
コ
ロ
ナ
に
よ
る
研
修
会
の
中
止

に
よ
り
、
青
年
部
員
の
方
々
に
ご
協
力

を
頂
き
な
が
ら
、
管
内
全
農
家
へ
配
布

し
ま
し
た
。

　
最
後
に
、
忙
し
い
時
期
の
中
で
は
あ

り
ま
す
が
、
配
布
先
の
調
整
等
を
し
て

頂
い
た
青
年
部
役
員
を
は
じ
め
、
部
員

の
方
々
に
厚
く
お
礼
申
し
上
げ
ま
す
。

那須高原支所協議会花苗配布

大島雅広支部長
（青年部芳賀支部）

杉野健司支部長
（青年部河内南部・下都賀支部）

熱心に搾乳体験の話を聞く園児たち
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業
務
部

Ｑ
Ａ

ゲノム検査って何？

Ａ１
　同じ母牛、同じ種雄牛から生まれた子牛
でも同じ能力を持っているわけではありませ
ん。牛の遺伝情報（ＳＮＰ）を調べることで、
その牛の能力を予測することができます。

ゲノム検査でどんなことが分
かるの？

Ａ２
　80項目以上の遺伝形質を調べることが出
来ます。能力や体型などのほかに、娘牛妊
娠率（ＤＰＲ）・体細胞数（ＳＣＳ）・生産
寿命（ＰＬ）などの見た目だけでは分から
ない健康係数なども知ることができます。

遺伝的能力が分かると何がい
いの？

Ａ３
　能力・体型・健康形質が数値化されてい
るので、牛群レベルの現状確認がしやすく、
改良目標を立てやすくなります。農場にど
の牛を残すか悩んだ時に、より良い判断が
できます。生産性の良い牛・健康な牛を農
場に残すことが出来れば、農場の収益アッ
プに繋がります。

ゲノム検査の結果は実際どう
やって使うの？

Ａ４
　ほんの一例として、娘牛の妊娠率（発情
発見率と受胎率）に影響を及ぼす数値「娘
牛妊娠率（ＤＰＲ）」を紹介します。
　牛を個別に見た場合、乳量など生産形質
の能力や体細胞数などの健康形質も高くＤ
ＰＲも高ければ、泌乳能力の高い種雄牛の
雌雄判別精液を使い後継牛を残すことを考
えます。また、能力がマイナスでもＤＰＲ
が高い場合は、レシピアントとして受精卵
移植をするという選択肢があります。牛群
全体でＤＰＲの数値が低い場合は、ＤＰＲ
が高い種雄牛を使いＤＰＲの数値をあげて
いくとよいでしょう。

　より能力の高い後継牛の選抜が可能とな
り、農場の目標に沿った交配計画が可能です。
　未経産牛についても能力を予測できるの
で、改良スピードが飛躍的にアップします。

費用は？

Ａ５
　来年度より組合事業として取り組む予定
ですが、10,000 円／頭程度を予定していま
す。

検査の流れは？

Ａ６
①�試料は専用のアプリケーターを使い、耳
片を採取します。
　申込みの際は、本牛の個体識別番号・
生年月日・父牛・母牛の情報が必要です。

②組合が検査申込みします。
　検査依頼先は、野澤組→ゾエティス社
または、アルタ→ネオジェン社となります。

③�結果は試料送付後１～２ヶ月で届きます。
データはＷＥＢ上で確認できます。紙で
のお知らせも可能です。

ゲノム検査を受けてみたい方は、お気軽にお問合せ下さい。　本所　指導企画課　薄井028－660－2213　または各支所まで

アメリカ の  ゲノム  検  査アメリカ の  ゲノム  検  査

＆

Ｑ１

Ｑ２

Ｑ４

Ｑ３

Ｑ５

Ｑ６

　近年、ゲノム検査は改良の新たなツールとして世界中で注目されています。
今回は、アメリカのゲノム検査について紹介します。
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生
乳
受
託
課

　
９
月
は
昨
年
10
月
以
来
の
前
年
割

れ
で
し
た
が
、
令
和
２
年
10
月
度
の
組

合
生
乳
生
産
量
は
、
１
万
９
３
８
３
ｔ 

（
前
年
比
１
０
１
・
３
％
）
と
な
り
ま
し

た
。
各
支
所
の
受
入
乳
量
は
、
那
須
高

原
支
所
１
万
２
８
４
７
ｔ
（
前
年
比
１ 

０
２
・
０
％
）、
宇
都
宮
支
所
２
３
９
４

ｔ
（
同
１
０
１
・
０
％
）、
県
南
支
所
４
１ 

４
１
ｔ
（
同
99
・
４
％
）
と
な
り
、
出
荷

者
数
は
前
年
同
月
よ
り
14
戸
減
の
３
７ 

５
戸
（
内
、
学
校
１
）
と
な
り
ま
し
た
。

　
10
月
度
の
組
合
平
均
乳
質
は
、
脂
肪

率
３
・
81
％
（
前
年
差
＋
０
・
02
％
）、

無
脂
固
形
分
率
８
・
85
％（
同
＋
０
・
08
％
）

と
乳
成
分
は
上
が
り
、
体
細
胞
数
に
つ
い

て
も
20
・
33
万
と
前
年
よ
り
２
・
18
万

低
下
し
改
善
さ
れ
て
い
る
状
況
で
す
。

　
関
東
生
乳
販
連
の
10
月
の
総
受
託
乳

量
は
８
万
３
１
７
７
ｔ
（
前
年
比
99
・

６
％
）
と
40
ヶ
月
連
続
し
前
年
を
下
回

る
状
況
と
な
り
ま
し
た
。
用
途
別
販
売

数
量
を
見
る
と
、
学
校
向
け
は
休
校
と

な
っ
て
い
た
６
月
ま
で
は
前
年
割
れ
で
し

た
が
、
７
月
以
降
は
前
年
を
大
き
く
上

回
り
、
10
月
ま
で
の
累
計
で
82
・
０
％
ま

で
回
復
し
ま
し
た
。
な
お
、
学
校
を
除

く
飲
用
向
け
は
、
10
月
96
・
９
％
と
減

少
傾
向
で
は
あ
り
ま
す
が
、
累
計
で
は

１
０
０
・
３
％
と
前
年
並
み
の
状
況
で
す
。

　
全
国
の
生
産
量
は
１
０
１
・
８
％
と

12
ヶ
月
連
続
で
前
年
を
上
回
り
ま
し

た
。
北
海
道
が
前
年
比
１
０
２
・
５
％

と
20
ヶ
月
連
続
で
前
年
を
上
回
り
、
都

府
県
も
酪
農
と
ち
ぎ
と
同
様
に
９
月
は

前
年
割
れ
と
な
り
ま
し
た
が
、
10
月
は

前
年
比
１
０
０
・
９
％
と
前
年
を
上
回

り
ま
し
た
。

　
な
お
、令
和
２
年
10
月
度
の
生
産
量
・

乳
質
、
及
び
関
東
生
乳
販
連
の
用
途
別

販
売
数
量
は
別
表
の
通
り
で
す
。

令和２年度　関東生乳販連用途別販売数量　（単位：kg・％）

用　　途 10 月期実績 前年同期実績 前年比 10月末実績（累計）前年同期実績 前年比

飲 用 牛 乳 向 け 66,348,753 67,063,552 98.9 456,187,059 466,527,582 97.8 

（うち学校を除く飲用） 53,007,133 54,692,933 96.9 403,055,561 401,727,153 100.3 

（うち学校向け） 13,341,620 12,370,619 107.8 53,131,498 64,800,429 82.0 

は っ 酵 乳 向 け 12,233,330 12,541,543 97.5 89,310,633 89,290,541 100.0 

脱粉・バター等向け 3,360,772 2,624,986 128.0 41,988,174 36,233,029 115.9 

（うち委託加工向け） 0 0 － 0 0 －

生クリーム等向け 1,151,860 1,174,829 98.0 7,863,040 8,617,032 91.2 

チ ー ズ 向 け 82,685 64,639 127.9 454,245 459,954 98.8 

全 乳 哺 育 向 け 0 0 － 0 0 －

総 受 託 乳 量 83,177,400 83,469,549 99.6 595,803,151 601,128,138 99.1 

脱粉・バター等向け比率 4.04 3.14 － 7.05 6.03 －
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８
月
度
理
事
会
（
８
月
31
日
）

報
告
事
項

㈠
　
組
合
員
の
加
入
に
つ
い
て

㈡
　
業
務
経
過
報
告
に
つ
い
て

㈢
　
組
合
資
金
貸
付
に
つ
い
て

㈣
　
組
合
プ
ー
ル
乳
価
に
つ
い
て

㈤
　�

生
乳
生
産
管
理
チ
ェ
ッ
ク
シ
ー
ト

記
帳
・
記
録
状
況
に
つ
い
て

㈥
　
関
東
生
乳
販
連
情
報
に
つ
い
て

協
議
事
項

㈠
　
７
月
度
事
業
実
績
に
つ
い
て

９
月
度
理
事
会
（
９
月
30
日
）

報
告
事
項

㈠
　
組
合
員
の
加
入
・
脱
退
に
つ
い
て

㈡
　
業
務
経
過
報
告
に
つ
い
て

㈢
　
組
合
資
金
貸
付
に
つ
い
て

㈣
　
組
合
プ
ー
ル
乳
価
に
つ
い
て

㈤
　�

酪
農
と
ち
ぎ
那
須
高
原
ク
ー
ラ
ー

ス
テ
ー
シ
ョ
ン
拡
張
検
討
結
果
に
つ

い
て

㈥
　�

牛
精
液
及
び
受
精
卵
の
譲
渡
契
約

の
締
結
に
つ
い
て

㈦
　
関
東
生
乳
販
連
情
報
に
つ
い
て

協
議
事
項

㈠
　
８
月
度
事
業
実
績
に
つ
い
て

㈡
　�

農
作
業
時
の
労
働
災
害
防
止
対
策

に
つ
い
て

㈢
　�

ヘ
ル
パ
ー
就
業
規
則
等
の
改
正
に

つ
い
て

10
月
度
理
事
会
（
10
月
30
日
）

報
告
事
項

㈠
　
組
合
員
の
脱
退
に
つ
い
て

㈡
　
業
務
経
過
報
告
に
つ
い
て

㈢
　
組
合
資
金
貸
付
に
つ
い
て

㈣
　
組
合
プ
ー
ル
乳
価
に
つ
い
て

㈤
　
特
別
管
理
未
収
金
の
報
告
に
つ
い
て

㈥
　�

子
会
社
の
上
半
期
事
業
実
績
に
つ

い
て

㈦
　
関
東
生
乳
販
連
情
報
に
つ
い
て

協
議
事
項

㈠
　�

９
月
度
及
び
上
半
期
事
業
実
績
に

つ
い
て

㈡
　�

酪
農
と
ち
ぎ
創
立
20
周
年
記
念
誌

の
制
作
に
つ
い
て

令
和
２
年
度
下
期
支
所
事
業

那
須
高
原
支
所

　
10
月
９
日
、
支
所
活
動
推
進
協
議
会

（
斎
藤
章
会
長
）
に
係
る
４
地
域
酪
農

組
合
長
会
議
を
開
催
し
、
今
年
度
下
期

事
業
に
つ
い
て
協
議
し
ま
し
た
。

【
実
施
事
業
】

〇
10
月
27
日
　
花
の
苗
配
付

・‌�

上
半
期
予
定
を
繰
り
下
げ
実
施
、

環
境
美
化
に
努
め
る
。

〇
11
月
18
～
27
日
（
７
日
間
）

　
第
２
回
牛
舎
環
境
調
査

・‌�

チ
ェ
ッ
ク
シ
ー
ト
記
帳
・
記
録
の

定
着
化
を
目
指
す
。

【
中
止
事
業
】

〇
支
所
全
体
研
修
会
（
講
演
会
）

・‌�

コ
ロ
ナ
渦
影
響
に
よ
り
依
然
各
地

で
ク
ラ
ス
タ
ー
が
発
生
し
て
い
る

事
と
、
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
流
行
時

期
で
も
あ
る
た
め
中
止
と
す
る
。

【
12
月
に
最
終
判
断
予
定
事
業
】

〇
ボ
ウ
リ
ン
グ
大
会（
例
年
２
月
実
施
）

宇
都
宮
支
所

　
10
月
14
日
、
支
所
活
動
推
進
協
議
会

役
員
会
が
開
催
さ
れ
、
下
期
活
動
推
進

に
つ
い
て
の
検
討
を
行
い
ま
し
た
。

【
実
施
事
業
】

〇
11
月
２
日
　
花
苗
の
配
布

〇
12
月
８
～
10
日
（
３
日
間
）

　
第
２
回
牛
舎
環
境
調
査

・‌�

チ
ェ
ッ
ク
シ
ー
ト
記
帳
・
記
録
の

定
着
化
を
目
指
す
。

【
中
止
事
業
】

〇
支
所
全
体
研
修
会

・
コ
ロ
ナ
禍
に
よ
り
中
止
と
な
り
ま
し
た
。

県
南
支
所

　
10
月
12
日
、
県
南
支
所
に
て
各
組
織

の
役
員
会
を
行
い
、
下
期
事
業
に
つ
い

て
協
議
し
、
実
施
又
は
新
型
コ
ロ
ナ
ウ

イ
ル
ス
感
染
拡
大
防
止
の
た
め
中
止
し

た
事
業
を
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

●
支
所
活
動
推
進
協
議
会

　
11
月
５
日
　
花
の
苗
配
布

　
３
月
上
旬
　
確
定
申
告
相
談
会

（
指
導

：

組
合
顧
問
税
理
士
の

齋
藤
譲
一
氏
）

　
年
度
内
随
時
　
青
色
申
告
学
習
会

（
指
導

：

組
合
員
の
根
本
壽
一

氏
及
び
大
阿
久
善
之
氏
）

　
＊
中
止
事
業

　
３
月
　
全
体
交
流
会
（
バ
ー
ベ
キ
ュ
ー
）

●
地
域
酪
農
組
合

〈
芳
賀
地
域
〉

　
12
月
16
日
　
組
合
員
懇
談
会

　
２
月
上
旬
　
常
勤
役
員
と
の
懇
談
会

〈
河
内
南
部
・
下
都
賀
地
域
〉

　
12
月
11
日
　
組
合
員
懇
談
会

　
１
月
中
旬
～
下
旬

常
勤
役
員
と
の
懇
談
会

　
＊
中
止
事
業
（
２
地
域
共
通
）

　
11
月
　
地
域
合
同
研
修
会

　
な
お
、
年
間
行
事
の
一
部
中
止
に
伴
い
２

地
域
と
も
に
、
飼
養
管
理
等
に
係
る
資
材

配
布
を
す
る
こ
と
に
決
定
い
た
し
ま
し
た
。

　
以
上
、
各
組
織
に
よ
り
事
業
運
営
し

て
参
り
ま
す
の
で
、
今
後
と
も
ご
協
力

の
程
、
宜
し
く
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

10 月度　ホクレン初妊牛市場成績　〔単位：千円（税込）〕

市場名 開催日 出場頭数 成立頭数 取引率 平均価格
（そのうち ET牛）

出場頭数 成立頭数 平均価格
根 室 10月５日 394 333 84.5% 721 23 20 880
釧 路 10月６日 324 304 93.8% 710 5 5 956
十 勝 10月７日 541 490 90.6% 739 70 67 907
十 勝 10月21日 578 548 94.8% 816 88 81 892
北 見 10月22日 431 390 90.5% 696 5 5 718
根 室 10月29日 374 370 98.9% 759 29 29 939

合 計 2,642 2,435 92.2% 740 220 207 882
前 月 2,797 2,061 73.7% 688 211 174 824
前年同月 3,335 2,193 65.8% 718 309 213 850

　初妊牛の今後の動向は２～３月分娩が中心となります。春前から９月にかけてゆる
やかに平均価格が下がっておりましたが、10月は一転強含みで推移しました。北海道内・
外の需要が堅調であることや、一部補助事業（加速化事業・増頭奨励金）の駆け込み
需要が発生した結果であるとの見方が強く、今後春産みの牛が上場するシーズンの到
来も合わせて、今後もやや強含みで推移するものと思われます。導入を希望される方
は腹条件、分娩月をご検討の上でのお申し込みをよろしくお願い申し上げます。

10 月度　県内家畜市場成績　〔単位：円（税込）〕

市場名 種  別 出場
頭数

成立
頭数

平均
体重 最  高 最  低 平  均 前回比

（
10
／
30
）

那
　
　
須

ホルス雄 153 152 63 152,900 220 77,560 ▲ 10,834

F１雄 182 181 62 246,400 19,800 131,471 11,032

F１雌 170 170 65 260,700 22,000 152,389 ▲ 2,004

　今回の初生牛取引価格は前回から比較し、ホルス雄、Ｆ１雄はやや弱含み、
Ｆ１雌はやや強含みで推移しています。Ｆ１雄は前号で報告したとおり、３
月の 198 千円を底値に上昇へ転じ７月には 281千円まで回復しました。その
後相場は全体的に下げ基調となり、７月と比較し約 130 千円の下落となりま
した。コロナウイルスの影響により先の読めない展開が続いていますが、回
毎に値動きは発生するものの、全体としては概ね横ばい～やや弱含みで推移
するものと思われます。

酪農とちぎ機関紙【第113号】
■発行／酪農とちぎ農業協同組合　　■企画・制作／総務部


